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第3四半期

さらなる成 長 軌 道へ。

新しい楽しさと感動が、

はじまります。

WEB版

音  楽
Music

エンターテインメント
Entertainment

新基本パック1,980円キャンペーン！

 趣味・娯楽・外国語
Hobby / Culture / Foreign language

映  画
Movie

スポーツ
Sports

アニメ
Animation

ドキュメンタリー・ニュース
Documentary / News

ドラマ
Drama

http://www.skyperfectv.co.jp/guide/campaign/詳しくはWebへ

各ジャンルのおすすめ！！

通常価格
3,672円／月 1,980円／月

1,692円
割引

ご加入翌月の 視聴料がスカパー！
新基本パック

2015年
3月31日まで

（お申込み手続き完了分まで）

スカパー！へ新規加入して

同時に  　  　 を
お申込みいただくと

47チャンネルが見放題！新基本パックなら

アニメや映画、音楽など 

映 画 スポーツ 音 楽 アニメ 総合エンターテイメント 海外ドラマ・バラエティ

国内ドラマ・バラエティ・舞台 ドキュメンタリー ニュース 娯楽・趣味 教 育

●お客様の個人情報に関する取扱いにつきましては、当社公式サイト上のプライバシーポリシーをご確認いただき、同意の上、お申込みください。

※スカパー！のご加入には、新規加入料3,024円(税込、初回のみ）と月額基本料421円（税込）が別途必要です。　※プレミアムサービス/プレミアムサービス光は適用対象外となります。　※複数台割引との重複
適用はありません。（複数台割引の条件を満たす場合は、複数台割引が優先されて適用になります。）



変革と成長に取り組み、
その成果が着実に
結実しつつあります。

2015年3月期第3四半期における当社グループは、「スカパー！

プレミアムサービス」の標準画質サービス終了に伴う手数料収入や
放送トラポン収入＊の減少による減収、ハイビジョンサービスへの加
入者移行費用等の減少による増益といった業績トレンドを受け継ぎ、
営業収益は前年同四半期比1.3%減の1,225億円、営業利益は前
年同四半期比3.6%増の175億円、四半期純利益は前年同四半期
比27.4%増の129億円となりました。

また、有料多チャンネル事業における視聴料単価が上昇したこと、
販売促進費等支出が減少したことなどにより、2015年3月期におけ
る通期業績予想を、営業収益は5億円増の1,640億円、営業利益、
経常利益は15億円増の195億円、四半期純利益は20億円増の
140億円にそれぞれ上方修正いたしました。

有料多チャンネル事業における新規加入状況は、前年同期を約5
万件下回る30.5万件となりましたが、「スカパー！プレミアムサービ
ス」においては昨年5月の標準画質サービス終了後、低解約率を維
持しています。また「スカパー！」の中核商品である「基本パック」の契
約率が30%台をキープし、「セレクト５」も引き続き好調を維持してい
ることなどによりARPU＊が前年同期比で11.9％増となりました。

宇宙・衛星事業は、国際サービス収入が増加し、「スカパー！プレミ

アムサービス」のハイビジョンサービス向け放送トラポン収入が増加
したものの、標準画質サービス向け放送トラポン収入の減少により
減収減益となりました。
＊ARPU: Average Revenue Per User 加入者一人あたりの平均売上額
＊放送トラポン収入:放送事業者からのトランスポンダ（電波中継器）使用料収入。

2015年2月
代表取締役社長

前年同四半期比、営業収益は1.3%減、
営業利益は3.6%増、四半期純利益は27.4%増。
通期業績予想を上方修正しました。

2015年3月期　第3四半期の業績及び通期業績予想修正

有料多チャンネル事業では、Jリーグやプロ野球の開幕へ向けてキャ
ンプやプレシーズンマッチを徹底放送して盛り上げをはかり、年度末の
加入獲得の取り組みを強化します。２シーズン化するＪ１とＪ２は全試合
を生中継し、3月27日に開幕するプロ野球ではオンデマンド配信の充
実も図ってまいります。「スカパー！オンデマンド」の登録者数は40.2万
件（2014年12月末現在）と順調に増加し、配信形態もライブ、アーカ
イブ、オンエアーといろいろな楽しみ方をご提供しております。

宇宙・衛星事業では、東日本大震災以降、衛星を活用したネット
ワークサービス「ExBird」や防災プラットフォームサービス「EsBird」
の地球局数が飛躍的に伸長し、電力などのライフラインを担う企業
に加え、国交省など官公庁向け需要の拡大に対応しています。
2015年度には高速道路会社3社も利用開始を予定しています。ま
た、船舶向けブロードバンドサービス「OceanBB」はＫＶＨ社（米国）
と提携することにより世界の主な航路をカバーし、官公庁や海運会
社の需要も取り込み、拡大しております。

有料多チャンネル事業における加入獲得や
宇宙・衛星事業における市場拡大を強化します。

事業拡大に向けた取り組み
昨年2月に開局した「WAKUWAKU JAPAN」は開局1周年を迎えまし

た。日本の放送コンテンツを24時間編成した海外向けの専門チャンネル
で、インドネシアとミャンマーで展開しております。当社グループでは、従来
の放送事業の枠を超え、東南アジアを中心に日本のコンテンツを核とした
海外事業展開を強化・拡大してまいります。

また、今年3月1日には「スカパー！プレミアムサービス」で日本初の商用
放送となる4Kチャンネルを2チャンネル開局します。プレミアムサービスの
チューナー内蔵４Ｋテレビが発売されるなど４Ｋ放送普及に向けた環境も
整備されつつあり、今後一層のコンテンツ充実に取り組んでいく所存で
す。一方、宇宙・衛星事業では、新規衛星打上げの準備は順調に進んでお
り、需要が拡大しているアジア・オセアニア地域を中心に、積極的な営業活
動を展開します。

こうした衛星をベースとした放送・通信分野での優位性を活かした新規
取り組みにより、当社グループの成長を加速させてまいります。株主の皆様
には、引き続きご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

新規事業開発や海外展開の強化により、
さらなる中長期の成長を目指します。

中長期のさらなる成長を目指して

■ 営業収益は標準画質サービス終了に伴う手数料収入等の
減少により1.3％の減収

■ 営業利益はハイビジョンサービスへの加入者移行費用や
減価償却費の減少等により3.6％と増益
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連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

（単位：百万円）

2014年3月期 2015年3月期 （参考）2014年3月期

（参考）2014年3月期

第3四半期
（4／1～12／31）

第3四半期
（4／1～12／31）

通期
（4／1～3／31）

営業収益

営業原価

営業総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前当期純利益

法人税等合計

少数株主損失（△）

当期純利益

124,195

80,081

44,114

27,127

16,987

549

566

16,970

75

10

17,034

6,912

△33

10,155

171,683

111,252

60,430

38,717

21,713

634

817

21,529

78

3,064

18,543

8,960

△76

9,659

122,568

77,980

44,588

26,995

17,592

396

408

17,581

991

198

18,374

5,462

△24

12,936

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の期末残高（a）

有利子負債期末残高（借入金＋無担保社債）（b）

純有利子負債期末残高（b）－（a）

26,612

△11,466

△26,017

63,850

45,026

△18,824

33,345

△18,969

△25,444

63,783

45,994

△17,789

15,622

△22,293

△16,623

40,583

33,709

△6,874

連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

資産の部

流動資産

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

資産合計

負債の部

流動負債

固定負債

負債合計

純資産の部

株主資本

資本金

資本剰余金

利益剰余金

自己株式

その他の包括利益累計額

少数株主持分

純資産合計

負債純資産合計

96,402

179,303

137,918

11,143

30,240

275,705

109,908

177,672

140,347

10,704

26,620

287,580

88,573

187,082

150,287

13,322

23,472

275,656

64,307

26,066

90,374

74,238

28,662

102,900

39,398

41,516

80,914

183,289

10,000

158,193

34,224

△19,128

1,673

368

185,331

275,705

182,793

10,000

158,193

33,728

△19,128

1,558

327

184,679

287,580

192,035

10,000

158,193

42,969

△19,128

2,588

118

194,741

275,656

ハイビジョンサービスの視
聴料収入は増加したものの、
標準画質サービス終了に伴
う業務手数料収入と放送ト
ランスポンダ収入等の減少
により、1.3％の減収となり
ました。

❶

❷

❸

❹

❺
❺

❻

❶

前年同期に自己株式の取得
を行ったことから、財務活動
によるキャッシュ・フローの支
出は、前年同期比で減少して
います。

❹

ハイビジョンサービスへの加
入者移行費用や衛星減価償
却費等の営業費用が減少し
たため、3.6％の増益となり
ました。

❷

流動負債は主に社債の償還
で減少し、固定負債は主に長
期借入れで増加しました。

❺

連結財務諸表

グループ内組織再編による一
部子会社の繰越欠損金が回
収可能になったこと、過年度
に計上した投資有価証券評価
損の一部を損金算入したこと
等により法人税の実効税率が
下がり、四半期純利益は
27.4％の増益となりました。

❸

66.2

64.1

70.6

（%）

2013年
3月期末

2014年
3月期末

2015年
3月期
第3四半期末

自己資本比率

四半期純利益等による利
益剰余金の増加で純資産
が増加し、自己資本比率※

は6.5ポイント増加。引き
続き高い財務安定性を維
持しています。
※自己資本（純資産一少数株主持分）
÷総資産

❻

2014年3月期 2015年3月期 （参考）2014年3月期
第3四半期末
（12／31）

第3四半期末
（12／31）

期末
（3／31）

2014年3月期 2015年3月期
第3四半期

（4／1～12／31）
第3四半期

（4／1～12／31）
通期

（4／1～3／31）
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70
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連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

（単位：百万円）
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16,987

549

566

16,970

75

10

17,034

6,912

△33

10,155

171,683

111,252

60,430

38,717

21,713

634

817
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△76
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有料多チャンネル事業
Multichannel Pay T V Business

宇宙・衛星事業
Space&Satell ite Business

スカパーJSATニュース

インドネシアに開局した海外向け日本コンテンツ専用チャンネル「ＷＡＫ
ＵＷＡＫＵ ＪＡＰＡＮ」も開局一周年。現在はインドネシアとミャンマーの２
カ国、７つのプラットフォームで展開しています。昨年11月にインドネシア
での視聴可能世帯において実施した調査では、「ＷＡＫＵＷＡＫＵ ＪＡＰＡ
Ｎ」の認知度は昨年3月の調査と比べて20％以上も上がりました。調査か
ら視聴者のニーズを分析し、番組編成やコンテンツ調達に反映し、もっと
見られるチャンネルを目指します。

WAKUWAKU JAPAN
開局1周年！ 海外向け日本コンテンツ

のさらなる発信へ。

スカパー！プレミアムサービスに、国内唯一の４Ｋ商用チャンネルが2チャンネル開局しま
す。「スカパー！４Ｋ総合」は、Jリーグを毎節１試合生中継、プロ野球や格闘技などのス
ポーツ中継、音楽ライブ、海外ドキュメンタリーなど、スカパー！ならではの４Ｋコンテンツ
をお届けします。「スカパー！４Ｋ映画」は番組単位で購入するペイ・パー・ビュー方式。過
去の名作から話題の洋画まで年間５０作品程度の編成を予定しています。
プレミアムサービスチューナー内蔵の４Ｋ対応機器も順次拡大する中、魅力的な４Ｋコン
テンツでプレミアムサービスへのご加入を促進します。

自主4Kチャンネル

開局！ 3月1日、日本初の4K商用チャンネルが
プレミアムサービスでついに開局します。

2015年1月から、気象衛星「ひまわり」による画像情報のアジア・
太平洋地域向け配信サービス「HimawariCast」の衛星配信に
おいて、当社の通信衛星JCSAT-2A（154E）の衛星回線利用が
開始されました。現在は「ひまわり7号」からの衛星画像を配信し、
2015年夏頃には後継の「ひまわり8号」からの衛星画像に配信を
切り替える予定です。同機は観測頻度が大幅に向上するため、

「HimawariCast」では10分間隔で衛星画像を配信。今後も衛
星ソリューションサービスの拡大を推進していきます。

国内市場への
取り組み強化 気象衛星「ひまわり」画像情報配信サービスに

当社の通信衛星回線を提供。

宇宙から、

アジア・太平洋地域を

見守ります。

日本発のワクワクが

止まらない!

宇宙開発に関する技術は日々進歩しており、通信衛星
に係る技術もまた例外ではありません。たとえば、太陽電
池・中継器が高性能となったことで、中継器の出力は以
前に比べて約7.5倍になりました。また、電気推進エンジ
ンの搭載により軽量化と長寿命化が実現しています。さ
らに、通信容量の増大に対しては、大容量通信が可能な
Kaバンドの使用により、従来型衛星に比べ通信容量が
百数十倍にも増大したハイスループット衛星（HTS: 
High Throughput Satellite）が登場しています。

HTSでは衛星が照射するエリアを細かく分割することで、
搭載周波数を有効活用することができます。この技術に
よって、通信容量の増大が可能となりました。

4K見るなら
スカパー！で

世界の衛星事業者と渡
り合うために、

衛星調達や効率的な衛
星運用に

このようなトレンドを
取り入れることを

積極的に検討していま
す。

Himawari Cast配信イメージ図

インドネシアでＷＡＫＵＷＡＫＵ ＪＡＰＡＮを
視聴可能な世帯では認知度9割以上

通信衛星のトレンド
認知度

21.9％
UP!! 17.7％

7.4％

61.7％

21.5％

9.4％

73.3％

8.8％

0.2％

内側：3月度
外側：11月度

よく知っている
知っている

あんまり知らない
まったく知らない

JCSAT-2A（154E）

HimawariCast
送信局

アジア
太平洋

オセアニア

JCSAT-2A
C band
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株主通信
2 0 1 5 年 3 月 期

2 0 1 4 年 4 月 1 日 ～ 1 2 月 3 1 日

第3四半期

さらなる成 長 軌 道へ。

新しい楽しさと感 動が、

はじまります。

WEB版

音  楽
Music

エンターテインメント
Entertainment

新基本パック1,980円キャンペーン！

 趣味・娯楽・外国語
Hobby / Culture / Foreign language

映  画
Movie

スポーツ
Sports

アニメ
Animation

ドキュメンタリー・ニュース
Documentary / News

ドラマ
Drama

http://www.skyperfectv.co.jp/guide/campaign/詳しくはWebへ

各ジャンルのおすすめ！！

通常価格
3,672円／月 1,980円／月

1,692円
割引

ご加入翌月の 視聴料がスカパー！
新基本パック

2015年
3月31日まで

（お申込み手続き完了分まで）

スカパー！へ新規加入して

同時に  　  　 を
お申込みいただくと

47チャンネルが見放題！新基本パックなら

アニメや映画、音楽など 

映 画 スポーツ 音 楽 アニメ 総合エンターテイメント 海外ドラマ・バラエティ

国内ドラマ・バラエティ・舞台 ドキュメンタリー ニュース 娯楽・趣味 教 育

●お客様の個人情報に関する取扱いにつきましては、当社公式サイト上のプライバシーポリシーをご確認いただき、同意の上、お申込みください。

※スカパー！のご加入には、新規加入料3,024円(税込、初回のみ）と月額基本料421円（税込）が別途必要です。　※プレミアムサービス/プレミアムサービス光は適用対象外となります。　※複数台割引との重複
適用はありません。（複数台割引の条件を満たす場合は、複数台割引が優先されて適用になります。）

http://www.skyperfectv.co.jp/privacypolicy/
http://www.skyperfectv.co.jp/genre/movie/
http://www.skyperfectv.co.jp/genre/sports/
http://www.skyperfectv.co.jp/genre/music/
http://www.skyperfectv.co.jp/genre/anime/
http://www.skyperfectv.co.jp/genre/drama/
http://www.skyperfectv.co.jp/genre/entertainment/
http://www.skyperfectv.co.jp/genre/news/
http://www.skyperfectv.co.jp/genre/culture/



